
船発打①

前身はドイツの欧州～

極束航路定期船
文 ・山田廼生

(日本海事史学会副会長)

クライスト。のちの吉野丸
(Hapag[loyd FA Century Of the Far East Service 1 886ハヤ19861 よ'り)

争一
，　　　　　イ

“一岳
・

一

十
　

一
十．

≡一！　一
・一　≡ふ
吉野丸 (筆者所蔵)

《 主 要 目 》

LA卜‖ER 20¬3 9判 0  60



名 船 発 掘 ・日本

北
ド
イ
ツ

・
ロ
イ
ド
の
将
軍
級
客
船

ド
イ
ツ
の
大
手
船
会
社

・
北
ド
イ
ツ

‘
ロ
イ
ド
が

ブ
レ
ー
メ
ン
～
Ｈ
本
――――
の
ド
航
使
を
は
じ
め
た
の
は

明
治
３２

（１
８
９
９
）
年
で
あ
る
。
隔
週
１
便
と
さ

れ
た
。
４
３３

（１
９
０
０
）
年
、
ロ
ン
ド
ン
留
学
に

赴
く
友
日
漱
石
は
、
横
浜
か
ら
ジ

ェ
ノ
バ
ま
で
同
社

の
定
期
船
を
利
用
し
た
。
船
は

「プ

ロ
イ
セ
ン
」

『
呑
易
の母

（５
６
１
５
総
ト
ン
）
で
あ
る
。

１０
年
後
、
こ
の
航
路
に
は
ど
ん
な
恥
が
走

っ
て
い

た
か
。
国
会
図
書
館

へ
行
き
、
明
治
４８

（１
９
１
０
）

年
１
～
６
月
の
人
港
恥
を
横
浜
発
行
の
英
午
紙
で
調

べ
て
み
た
。
延
１４
隻
が
就
航
．
う
ち
１０
隻
は
将
軍
級

６
の一０
す
ｑ
ヨ

Ｑ
ｐク
）
客
船
で
あ

っ
た
。

明
治
３５
～
４‐
年
の
建
造
．
８
０
０
０
ト
ン
型
と
９

０
０
０
ト
ン
型
の
計
１１
隻
か
ら
成
り
、
ヽ
軍
名
を
船

名
に
し
た
。
こ
の
う
ち
の

「
ヨ
ル
ク
」
く
Ｒ
鮮

が
明

治
４２

（１
９
０
９
）
年
７
月
１
日
の
横
浜
開
港
５０
周

年
記
念
日
に
大
桟
橋
に
着
岸
し
た
こ
と
は
、
０９
年
７

・
８
号
の
本
逆
杖
で
紹
介
し
た
。

明
治
４３
年
３
月
に
は
将
軍
級
の

「
ク
ラ
イ
ス
ト
」

【
Ｉ
∽付が
大
桟
橋
に
清
岸
し
て
い
る
。
プ
ロ
シ
ア
の
将

革
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
　
ク
ラ
イ
ス
ト
に
凶
ん
だ
船
名

と
思
わ
れ
る
。
の
ち
に
近
海
郵
船
の
神
戸
～
基
隆
線

で
活
雌
す
る

「■
野
九
」
の
前
身
で
あ
る
。

明
治
４０

（１
９
０
７
）
年
、
独
ダ
ン
チ
ヒ

（現
ポ

ー
ラ
ン
ド
の
グ
ダ
ニ
ス
ク
）
の
造
船
所
で
竣
工
．
同

年
１２
月
、
ブ
レ
ー
メ
ン
～
極
火
航
怖
に
就
航
し
た
，

第
１
次
大
戦
後
、
賠
償
船
と
し
て
大
蔵
省
が
収
得

し

「吉
野
九
」
と
改
名
、
日
本
郵
船
に
運
航
を
委
託

し
た
。
郵
船
は
傘
下
の
近
海
郵
船
の
神
戸
～
基
隆
線

に
使
用
。
紺
サ‐３
、
昭
和
４

（１
９
２
９
）
年
に
払
下

げ
を
受
け
、
近
な
郵
船
に
６０
万
円
で
譲
渡
し
た
。

神
戸
～
基
隆
線
で
活
躍

出
色
の
旅
各
設
備
を
備
え
て
い
た
。
１
等
客
室
は

端
推
甲
板
と
遊
歩
甲
板
に
配
置
さ
れ
て
い
た
。
遊
歩

甲
板
最
前
部
に
１
等
食
生
を
新
設
し
、
最
後
部
に
は

１
等
喫
煙
京
と
カ
フ
エ
ー
が
配
さ
れ
た
。
遊
歩
甲
板

は
他
船
に
例
を
み
な
い
ほ
ど
広
か

っ
た
。

昭
和
８

（１
９
３
３
）
年
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
行
案
内
書

に
よ
る
と
、
神
戸
～
米
隆
の
１
等
運
賃
は
、
食
事
代

（洋
食
）
込
み
で
６５
円
と
な

っ
て
い
る
。
白
米
１０
キ

ロ
が
約
２
円
の
時
代
で
あ
る
。
ち
な
み
に
２
等
と
３

等
の
食
■
は
和
食
だ

っ
た
。
往
航
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

神
戸
を
正
午
に
出
航
。
翌
日
７
時
に
円
司
に
入
港
し
、

燃
料
石
炭
を
補
給
。
正
午
に
出
航
。
４
日
目
の
１３
時

３０
分
に
米
降
に
折
く
と
さ
れ
た
。

昭
和
１２

（１
９
３
７
）
年
、
新
造
船

「富
十
九
」

の
就
航
に
と
も
な
い
十‐‐‐
戸
～
基
隆
線
か
ら
撤
退
し
貨

物
船
に
政
装
。
日
中
戦
争
中
は
陸
■
に
微
用
さ
れ
運

送
船
と
し
て
働
い
た
。
そ
の
間
、
近
海
郵
船
の
日
本

郵
船

へ
の
合
併
に
と
も
な
い
杉
符
。
大
平
洋
戦
争
中

は
陸
軍
病
院
船
、
運
送
船
と
し
て
就
役
し
た
。

昭
和
１９

（１
９
４
４
）
牛
７
月
３‐
日
、
で
ヽ
１１
船
団
」

の
１
生
と
し
て
高
雄
か
ら
マ
ニ
ラ
ヘ
航
行
中
、
ル
ソ

ン
鳥
北
方
で
米
活
の
雷
撃
を
受
け
た
没
。
船
上
の
将

兵
約
５
千
人
の
う
ち
、
故
助
さ
れ
た
の
は
約
半
数
で

あ

っ
た
。
乗
組
員
３０
介
人
が
戦
没
し
た
。

悲

劇

の

「
大

洋

丸

」

戦

没

を

見

守

る

同
じ
ド
イ
ツ
か
ら
の
賠
償
冊

「大
洋
九
」
の
悲
劇

に
立
ち
会

っ
た
史
突
は
忘
れ
が
た
い
。
北
米
航
路
の

一矢
車
船
だ

つ
た

「大
洋
九
」
は
、
「吉
野
九
」
ほ
か
４

隻
で
船
回
を
組
み
、
字
品
、
関
円
か
ら
マ
ニ
ラ
を
日

指
し
て
い
た

（最
終
港
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）。
「大
洋
九
」

の
船
上
に
は
、
高
方
占
領
地
の
産
業
開
発
を
進
め
る

経
済
人
や
技
術
者
が
多
数
来

っ
て
い
た
。

長
崎
県
男
女
群
島
の
南
々
西
で
米
潜
の
雷
撃
を
受

け
た
。
積
荷
の
カ
ー
バ
イ
ド
に
引
火
し
、
大
火
災
が

発
生
。
オ
レ
ン
ジ
色
の
火
社
を
Ｌ
げ
、
船
首
か
ら
沈

ん
で
い
っ
た
。
昭
和
１７
年
５
月
８
日
の
２０
時
４０
分
。

「吉
野
九
」
の
こ
近
い
離
で
あ

っ
た
。

船
団
速
力
は
９
　
５
ノ
ッ
ト
と
い
う
超
低
速
．
護

衛
は
特
設
砲
艦

「北
京
丸
」
１
隻
。
こ
れ
で
は
潜
水

脈
に
狙
わ
れ
る
。
共
珠
湾
攻
畔
か
ら
十
年
．
辻
戦
連

勝
に
よ
る
抽
断
が
あ

つ
た
と
し
か
思
え
な
い
。

船
容
と
呆
組
員
１
３
６
０
人
の
う
ち
８
１
７
人
が

海
氏
に
消
え
た
会
Ｈ
本
郎
船
戦
ＲＩ
船
史
し
。
台
湾
の

烏
山
頭
ダ
ム
を
計
画
し
建
設
を
指
揮
し
た
人
田
典

一

も
命
を
落
と
し
た
。
Ｍ
部
を
殺
倉
地
特
に
変
え
た
八

日
は
、
現
在
も
台
湾
人
か
ら
敬
愛
さ
れ
て
い
る
。

（訂
正
　
ヤ削
同
の
本
文
の
ド
段
５
行
日
３
下
総
回
は
ド
野
回

の
誤
り
で
す
．
お
た
び
し
て
付
正
し
ま
す
．
）
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